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ヨコハマ市民まち普請事業

２次コンテスト事前質問集 

【提案名グループ名】 

二つ台みーとみーと PJ 

事 前 質 問 回  答  欄 

朝比奈委員 

① 外部の声を積極的に生かそうとする

姿勢にとても共感します。活動の輪が

広がると、一方で理念（大事にしてい

ること）を共有していくことが大事に

なってくると思います。その点につい

て考えていることがあれば教えてく

ださい。

理念に関しては、①チャレンジ・挑戦の機会

の提供 ②地域のハブとして交流の場の提供 

③学びの場の提供という 3 つの理念を現在

のメンバー間で、考えだし共有しています。

今後、新たな加入メンバーが入った際や新た

な仲間を募集する際には、この 3つの軸を目

指して動いている団体であるということを

まず最初に伝わるようにしていきたいと考

えています。 

また、今後団体を組織していく上での規約を

しっかりと作成して行きたいと考えていま

す。 

さらに、地域住民に対してはみーとみーと主

催のイベントやコミュニティカフェ等で当

プロジェクトの趣旨を継続的に伝え続け、地

域から応援してもらえるプロジェクトとな

るような関係性を作っていきます。 

② 学習塾と連携があるからこそできる

こととはたとえばどんなことですか。 

学習塾のメインターゲットは小学校高学年

から中学生を想定しています。一般的な子ど

も食堂などは訪れる層が小学生など年齢の

低い子どもである傾向が強いですが、学習塾

と同じ建物であることで、みーとみーとで行

われる地域活動が中学生に触れる機会が増

えることが期待されます。 

また学習塾に通う生徒だけでなく保護者も

含め、みーとみーとに関連するイベント等に

関わることができ、より幅広い世代の住民に

関わってもらえるという効果が期待できま



す。同様に学習塾でアルバイトをする大学生

も地域活動に関わるきっかけになることも

期待されます。学習塾の講師と生徒という関

係性が構築されているからこそ生徒も講師

も活動に参加しやすくなることと考えられ

ます。 

子どもたちは小さな頃から地域活動に関わ

ることで、自分の生まれ育った街に愛着が沸

き、ゆくゆくは街を主体的に盛り上げる一員

となってくれることを期待しています。 

子どもが学校や部活動以外のコミュニティ

を持つことで子どもと古くからの地域住民

とが交流するきっかけを作り、より一層安心

できるまちづくりができます。 

植松委員 

① 現地視察に伺った際、多くの学生さ

んが様々な形で関わっており、その

多面性、継続性に疑義をさしはさむ

余地はないように感じました。不安

が残るとすれば、シェアキッチンに

どの程度の需要があるのか、という

点ですが見通しは如何でしょうか。

10月から 11月にかけて地域に向けたイベン

トの開催とインスタグラムなどの広報を通

じて、シェアキッチンを整備する旨の告知を

行いました。 

その結果、興味があり具体的に話を聞いてみ

たいという問い合わせを 15 件いただいてお

ります。2次コンテスト提出資料の「その他

資料」の 2枚目の右側に（11月末までにいた

だいた）使ってみたい人の声を記載しており

ます。 

また、11 月に開始したクラウドファンディ

ングの返礼品にてシェアキッチン利用権が

既に 4枠選ばれています。 

オープン前の段階で地域内の方のみで問い

合わせがあるため、シェアキッチンの需要は

見込めるのではないかと考えています。 

また世間一般的にもここ数年でシェアキッ

チンの需要の高まりにより開設数が増加し

ています。シェアキッチン専用の予約サイト

プラットフォームに登録し、地域外からの利

用者も受け付けたいと考えております。 



② 近くにある大きな病院には患者と面

会者が寛いで話を出来る場所が少な

いが、こちらと連携するなどの計画

はありますか。

隣接する保土ケ谷中央病院さんとは、すでに

連携をしており、12 月 6 日に第一回健康カ

フェを開催しました。総合診療科の医師と実

習中の医学部生、栄養士さんなどがみーとみ

ーとで、地域住民とお茶しながら日頃の健康

についてのお話をするというイベントを開

催しました。 

1 月 10 日に第二回を開催することが決定し

ており、これから定期的に保土ケ谷中央病院

と連携してイベントを開催していきたいと

考えています。 

このように病院の医師との繋がりができて

いるので、今後、寛いで話を出来る場所のニ

ーズなどがあれば病院と連携していきたい

と考えています。 

川原委員 

質問なし 

後藤委員 

① 500 万円を超える整備費用について

は、どのように賄う予定でしょうか。 

500万円を超える整備費用については、クラ

ウドファンディング・地域からの寄附と学習

塾としての融資で捻出する予定となってい

ます。 

クラウドファンディングは既に 11月から 12

月にかけて実施し、132万円の寄付が集まり

ました。また、クラウドファンディングの周

知を兼ねて地域への挨拶回りを行いました。

その結果、直接の寄附や口座振込での寄附も

募ることができました。クラウドファンディ

ングは終了しましたが、引き続き寄付自体は

募る予定です。 

杉崎委員 

質問なし 

鳥海委員 

① 将来的な構想はイメージできました。

まち普請事業における具体的な整備

箇所は 1 次コンテストから変更なし

との認識でよろしいでしょうか？完

キッチンカウンターの配置が１次の時から

変更されましたが、それを除けば整備箇所に

ついて大きな変更はありません。 



成予想図の外観パースをみると、土間

に出入り口なしのフルオープンにみ

えます。具体的な整備についてもう少

し知りたいです。 

道に面した大きな開口をどう生かすかはこ

のプロジェクトの整備事業において重要な

点です。私たちの計画では、日本の伝統的な

建具である「蔀戸（しとみど）」を参照しな

がら、下図のような、跳ね上げ式の木サッシ

建具を設ける予定です。 

使い方や気候に合わせて閉めきった状態か

らフルオープンの状態まで、3段階のひらき

方が可能になります。断熱性や安全性に十分

注意して検討しております。 

パースでは、まちゆく人々に対して本拠点を

文字通りフルオープンに開放するようなイ

ベント時等を想定して絵を描いております。 

コンテスト当日には模型等を用いてより詳

しく説明できるかと思います。 

① 夏・冬_すべて閉じる。断熱性高い木サッ

シ。

② 春・秋_窓を跳ね上げて、風を通す。

③ イベント時等_腰壁を取り外しフルオー

プン。

肥後委員 

① シェアキッチンの利用ニーズがどの

くらいあるかを具体的に把握してい

ますか？

植松委員の質問①にて同内容の質問があり

ましたので、そちらの方にて回答いたしまし

た。 

① ②
③ 



② みーとみーと全体の運営は、代表中心

に行うのでしょうか？

代表が全体を把握しつつ、現在の各メンバー

で役割を分担し、それぞれ負担が大きくなり

すぎないような組織体制で運営を行いたい

と考えております。 

ヒエラルキーの組織体制ではなく下図のよ

うなホラクラシーの組織体制が二つ台みー

とみーとには適しているのではないかとチ

ームで考え組織図を作成しました。 

松村委員 

質問なし 




